
保護者に寄り添う
家庭教育支援に向けた
連携について

令和４年度 全国家庭教育支援研究協議会

～家庭教育支援の更なる発展に向けて～

家庭を取り巻く環境の多様化や、地域のつながりの希薄化などに伴い、子育てについて

不安や孤立を感じる家庭も少なくなく、またコロナ禍やオンラインツールの浸透等により、

生活習慣や生活様式も目まぐるしく変化しています。このような中、地域全体で保護者が

抱える課題をくみ取り、保護者に寄り添いながら家庭教育を支える仕組みづくりは一層重

要となっています。

今年度の協議会においては、学校を含む地域との連携による課題解決の取組等を紹介し、

あわせて子供の生活習慣に関する調査結果から現在の子育て家庭の状況を知ることで、家

庭教育支援に係る様々なニーズやその可能性について考え、各地域における取組の充実へ

と発展させる機会となるよう協議します。

令和5年2月10日(金)

主催▶文部科学省 後援 ▶厚生労働省

問い合わせ▶文部科学省総合教育政策局地域学習推進課家庭教育支援室 TEL▶03－5253－4111(代)

13:00～16:10

会場・オンライン開催

詳細
裏面参照

文部科学省東館３階
第１講堂
（東京都千代田区霞が関３-２-２）

行政関係者、民間団体、
地域における関係者等

会 場 １００名
オンライン １００名

無料

基調講演・事例発表
ワークショップ

参加対象者

定 員

参加費

■基調講演

國學院大學教授
博士（医学）

鈴木みゆき氏

大東市教育委員会教育長
公認心理師

水野達朗氏
内 容

会 場



令和４年度 全国家庭教育支援研究協議会

文部科学省は、
身近な地域において保護者への支援を行う
家庭教育支援チームの設置やその活動を
促進しています。

文部科学省は、
「早寝早起き朝ごはん」全国協議会と
連携して「早寝早起き朝ごはん」
国民運動を推進しています。

■プログラム（予定）

西館

霞が関
ビル

三年坂

共
用
ロ
ビ
ー

↑エスカレーター

旧文部省

庁舎 桜

田

通

り

【東京メトロ】虎ノ門駅

（1 1 番出口）

【東京メトロ】霞ヶ関駅

（A 1 3 番出口）

財務省

文部科学省

東館
講堂
入口

■会場経路案内

合同庁舎第７号館の西側と東館の間にある２階共用ロビー

にて申込完了案内を提示してお入りください。

※文部科学省東館２階正面玄関からは入ることができません。

正
面
玄
関

■東京メトロ銀座線 【虎ノ門駅】11番出口より徒歩1分

■東京メトロ丸ノ内線

■東京メトロ千代田線【霞が関駅】A13番出口より徒歩5分

■東京メトロ日比谷線

12：30～13：00 会場受付
12：30～12：55 オンライン入室
13：00～13：05 開会
13：05～13：15 行政説明（文部科学省）
13：15～13：45 基調講演（30分）

■鈴木みゆき氏（國學院大學 教授）
■水野達朗氏 （大東市教育委員会 教育長）

13：45～14：15 事例発表（30分）
■茨城県
■湯浅町家庭教育支援チームとらいあんぐる(和歌山県)

14：30～15：50 ワークショップ（80分）
15：50～16：10 意見交換会（20分）
16：10 閉会

■オンライン参加者案内

①後日、御登録いただいたメールアドレスへ、

当日資料及びオンラインマニュアルを送付いたします。

➁必ずオンラインマニュアルに記載の内容を遵守の上、御参加ください。

③研究協議会中の途中入出は原則不可となっております。

特にワークショップの運営に影響するため、

参加者の皆様は原則すべてのプログラムに御参加下さい。
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